











名取欣 一 さんと 

凧づぐ J をたのしむ 

外は舂の雨。今 H は名取欣一さん（高松町）に教わりながら、風づく 
りに挑戦だというのに。竹骨を削り、寸法をとって紙を切り、絵柄を 
筆描きするあたりから、頭の中には大空を舞う肌の姿が…。わくわく 
しながら糸を張り、兄尾をつけてさあ出来 b がり。いざ大空へ。しか 
し/ 「 iU こ湿気は禁物だからねえ… j 。 今日ほど雨をうらめしく思った 
ことはないのです、名取さん。 
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◊えくてびあんレポート o 

立川人の、やま折り、たに折り 

この祈 D 、 被災地へ届け/ 

”折紙で花束をこしらえて、被災地のみなさんを励まそう/〃3月はじめのとあ S 晚。立川市女性総合センター「アイム」の一室に 
続々と集まった立川人。色 t りどりの折紙に阪神復興への想 I 、をこめて、大きな「花束」作り{ホりかかった。 

わらぶき色のバスケットを組み合わせるために、端午の節句に V よんだ、ちっちゃな「兜 j はみるみるうちに山盛り。ピンキング鋏で細工したお花をたくさん貼りつけ、 
正味2時問、折りの結集はついに完成。指導してくださったのは、江の島保育園(栄町)の保母さん、山田悦子さん。 

「今日のこの熱気を被災地の方に、早くお賴けしたいですね」 

5月。各地からの救援物資に混じり、立川から被災地に「心 j が_く。 












月刊 • えくてびあん - 立 JII と猫ろラ • 立 JII に生きよラ 


通巻 129 巻 


北口交番新聞、ただいま発行中/ 
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人がゐて . 街があります。 

• # あなたがゐて、立川があります。 

• # そこにちょっとだけ、えくてびあん / 

r リストのお店にはいつでもえくてびあん / 
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売培ですガ、手づくり 
パイと滾きたて知キー 
つてます。一埒足らずの a 
jr 岧ゆく人ガザです 
?•洙よし人よし近讲 




第1位アップルパイ 700円 
第2位アンコバイ 150円 

第3位シフォンケーキ500円 
第4位ブラウニー 150円 

第5位バナナケーキ 400円 

麵 

I 



JR 立川駅南口誕訪通り娜 0729 



海の水が 
らいわけ 


たんぽぽ読書会 

六車充子 




日活大通り《柴埼町）沿いの歩道。粳ぐらいまでの商さの 
金覊の柱が、広い歩道の中央を区切る形で並び立っている。 
何のために？ 考察してみた， 

(1) この注を中央にして洳行者は左右にわかれる。入が歩 
道いっぱいに広がって歩く状 K を防ぐため？ 

(2) 天気のいい H はお陆さまの光が令辑に当たり、キラキ 
ラと輝し通りを行〈人の気持ちが明るくなってIまう？ 

果たしてバ 2) の可能性は……？ 

WATCHING 



1 r 茌はバトカ— 




♦「四月 一日から全国•杏に•私 
ii の制服が「十 Ti . 年振りに変ゎり 
ま I た•供れない wM 服に戸痉っ 
ています"先日も喧嘩の現場に念 
行、仲裁に入つたところ**ガード 
マンは^っ込んでろ j ta われて 
しまつた■後ろ姿は«便屋さんで 
す•ハィ」{平成 A * 年四月七日号》 
「立川阌辺で落とし物をされた t 
きは、とりあぇず. It 口交恭におい 
でください。いろんな物を«かつ 
ています*•財布や定期券はもちろ 
んのこと，保現金もょ < lg きます* 
立川市民は祓切な入ばかり。逋め 
ずに紛失届けを」<平成六年九月十 
六日号> 

立川市内で起こった事件故 

の抽木や•巡回時の H ピソ—ド' 

f ® の话 ffitl いたるまで•内容の 

硬软に M らず B 4 版の誌 Ifa いっぱ 

いに広がる優しい語り口。|詨す 

ればこの新 M から「锌察宫」など 

とかしこまった姿ではなく、网っ 

た時にいつでも助けてくれる •» 

I い「お巡りさん」の姿が•雄の 

目にも i ? かんでくるはず。 

▼勦 絞：一十五年のベテラン巡査、 

波多野さんは•立川釈北口交番に 

1 iK となった呀「地域の方となん 

とか親しくできるょうに」と•手 

作り新 m の発行を恐い.) r . p * f ! lfi : 

の味方の U ずの? f 寮宫なのに•な 

んとなく怖がられたり，故 th 的に 

&われたりしてしまう。もつと# 

近に、もつと市民のみなさんに役 

立ちたい•波多* f さんは通常 16 務 

の合問を締<1て、新 W 1 の M 作に取 

りかかった。 

1^ 

たくの索人-ヮ—ブ n とにらめっ 

こし•はさみと W と恪拥の末•昨 

年四 n 、 filj 刊号をついに発行•で 

きあがったばかりの斬 WI をもって • 

波多野さんは巡回にむかぅ*商店 

に各家々に■保安を呼びかけなが 

ら gd 布した ■ 

「商松町のある英容院では、- ft さ 

4が店内の嫌の»に貼ってくださ 

つてね。® I かつたなあ」 

交通安全運勅や防犯キヤンぺ丨 

ンの呼びかけなども然る事ながら、 

「迸案内べストテン j t い C た交 


立川人の安全を守り 

続けるお巡りさんが手 

作〇の新聞を発行して 

いる。 II 集レ r いるの 

は立川警察署•パトカ 

I 勤務、 波多野雅信さ 

ん(43)と立川駅北口 

交番勤務の蓮田貢 I さ 

ん(24)さん。 

今日も二人は出来た 

ての新聞を小脇に、パ 

卜〇—ルに向かラ。 


恭勁務ならではの情報など，内容 
も i ュ現在では記事を投稿する 
市民も出て•発行を心待ちにする 
5¢者ら增えてきた。 

「新 W まだ？ などと 呼びかけられ 
る こと もあるんですよ{笑)」 
♦波多野さんは現在，交悉»務を 
離れ、本署での パトカ— 勁 ft に 移 
られた ◊しかし新 IW の 発行は«け 
ている。 強力な助つ人は若いお巡 
りさん，蓮田さん だ。 

先輩である波多野さん の 市民と 
接する態度に心を勤かされ' 協力 
を申 I 出た•現在は I i 人三脚で！ 8 
集。配布は交恭勤務の蓮田さん の 
人切な役 m である* 

「波多野さんはよき先辈であり • 
平の pi れたお兄さん•傾れる ア -I 
キと いつた S じです(笑)」 

背察学校を卒菜後す ぐに、 蓮 田 
さんは立川駅北口交番勁捞を命 じ 
られる” この 交番に勤めて ii 年に 
なるが•常々 s C ている のは 銜の 
人の「良さ/ 

-1立川は本当に親切な人が多い • 
何 か問趙を解決すると•必ずと tm 
つてい いほ ど 交番1:お礼を 3 いに 
来られます。 この 街に勋務 できて 
幸せです ね j 
♦波 多野さんは雄る • 

「若い頃、ある先#が 話して くれ 
たんです。戦後の«乩朗、ャ、.、米 
の 取り締まりに向かつ たその 先« 

は、ある母 - f に 出会つた ■幼い子 

ど t を抱えた その 母親、背中のリ 

ユクタに U どうみてもヤミ米が入 

つてい る。 I かし その先* U 黙つ 

て逍を通 I たんです 4 施には補ま 

えることが出来なか <>たよ j と S 

うんです」 

そういう 管官 でありたい . t 

so て 笑う波多! ff さん。 

交番新 rlfl •平成六年六月 二卜 日 

号に よる と、立 川' rti の^单放® 

6 数は、 吉样# 駅前を抜いて日本 

一だという 記事が掲故されている 0 

私たちにと〇て* あまり培しくな 

ぃ B 本 . 

しかし 今回，えくてび あんは新 

しい n 本一を発見 I た々 

立川市は 「本当の』 お巡りさん 

がいる街、日本一である。 


►总が「北™番猙闻」”& 

1北口広薄」に変わ0•ますます艽 IT 


本業は大工 
さん*さすが 
に木の扱いは 
お手のもの。 

111 分#にお 
住まいの宵» 
さんはお让*の合101を«って*彫 
刻作品を作り絞けている。 

宮渾さんは奥樣ともども，大の 
觔物 W き**モチーフ t なるのら ； g 
物が多い•彫り終ぇるとまずはご 
夫 Ms で品評^ T 奥様がタィトルを 
付けて，初めて『出米. K がり」。 

索材が«つぬくもり、粗めの削 
りが「体温」を®じさせるこの作 
品は•二月に駅ビル•朝日ギヤラ 
リーで m かれた「モク•モク彫刻 
展」からの一品。 



以如 ♦(! だょり 

40。街はすべておろした て。 
新入学、新学期、新入社 ar 「祈」 
という文字をいたるところで目に 
します。いくつになつても I 年生 
の気持ち、大切にしたいものです Q 
さくらの花びら舞うお：敗訪さま 
の そば。どうぞ•興如苑にお趑し 
ください。 お待ちしています** 
■日時 4 H 19 HS 
2時〜4時 

k 卸本#，輿如宝物館をはじめと 
I て映阐など盛りだくさんの mfi 

がしてござい 

■お 中し込み 

は「ぇくて び 

あん•コンパ 

ニ ォン」？誌 

を手^してく 

れた人}へ** 


東風 


1 A 十七 Cf 淡路&赛濰の「阪 
神大 R 災 /三 H 二十 H 、 f の メ 
卜 a で 「地下鉄有 ■« ガス丰件」が 
«生した 〇灭災 •入災、あわせて 
ただばう 然として しまう*世紀未 
とは，こんな H 々をい ラのか。い 
ま， 天が 落ちてきたら，今日あた 
ゎ 落ちてくるん じ やないかと 思つ 
ていたよ •と予 g 者めく*^がたく 
さん現われるかも知れない ♦砂 川 
の 人が北 n の 方へ 出て くる時に今 
でも. 立川へ行ってく る •という® 

OC 川の人が^^屯率に乘って • « 
JK へ 行つ てくる という* 有毐ガス 
半 件の1 «觉 へ行って」 $件 
にあわな かつた かと、忽に心配に 
なって きた ♦人の 世に災宵はさけ 
て 通れないのだろうか。こんな時 
に、 人間の 生命に 光を 与えて くれ 
るの が 「詩 ごころ」 なのであろう。 
古来•詩人は多くの人の こころ <: 
光をゲえてきた。特に日本人は和 
歌という1111特の a 表视をもち* の 
ちに体旬という W 型を確立するの 
だが' もちろん . u 由詩も人のここ 
ろに 錄さを与えて くれる^: =1川に 
「詩歌の通」が出来るとはじめて 
Ml いた時は、 この 街に U なん t 口 
*7 ンティッ タな人がいるのだろう 
t 思った。根川添いに中：5苹出男 
の 1. J 碑が迷った時もうれしかった 
が，八，度，若山枨\さんら三人の 
肷砷が tt つ。 こういう「志」を他 
人ごとですませてしまうのは m 屮 
の宝物に^ がつ かない tlnl 然のよ 
ラに思えてならない ♦志 班の譯さ 
そめぬ货き踏む ■ 

^|集>.11田«男牛田彰 I 小 杉和己 小 林 f 
嶋川«名尾场真や&:||9£崁井2:让 
町 ffifllIUJ 曲 ft 子 
1写粟>天好我興货《|明#上|| 治 
ス少ジ す289中村件 



詩歌のみち•三歌碑建立 

4月 M、 いよいよ除幕 



ね山??^子"若山枨人。八木下禎治 P 

わが街<:歌ごころを根付かせた三耽人 

の文学碑が•詩歌のみちに法立なるこ 

と、先月号でお知らせした通り • 

♦ての除慕式が，いょいょ來る4月14 

日{金 r 柴埼福祉会館 m •詩 ft のみち 

ホ蹄にてとり行われることとなり、立 

川市文化協会を屮心に、目：^備がす 

すめられている。 

根川のはと4^さくらの佗びらが舞 

ぅ中で咨を说す三つの睥ノ奸天を析り 

つつ、街<:詩 W あふれること、栾 I み* 


柴崎町 若葉町 


石臼が兒えたので賢.：それはみ J » 話を W いた時、幼い私が 

心<-淌い， rxj ^ ci ?) 我 ^ iliuG 4一，、 P 坪11;な痴 ^,V 

祖母 tl 緒に寝ていた私は•祖母からたくさんの昔 a を IW 

いて1?- t > ま丄た。及い IH 1 にはとんど忘れてしまつていま L 

たが•いつの間にか子ども1:昔話をしてやつている自分に 

氕がつ^,ました。祖母がしてくれた话を•幼い私が心<:描 

いた烩をなぞりながら語っているのでした。詁の筋 a 敝げ 

にしか惊えていないのに、心の絵だけはその時のままに思 

い出せるのでした。 

お55を聞く*といラことはィメ—ジを创ること•一 n * を 

絵にして心に描くことです。 

S ることは語り手の心<:描かれた辁を一 n 菜にすること， 

閒き手も描り手も自分にしか兒えない絵を描くのです " W 

いた話の数だけ絵が残り、 IS った K の数だけ絵が出来るの 

です。そして心の奥にしまわれ描か n たことさえ忘れた頃 

になつて，何かのき-*>かけでまた ft えて来て、その入を K 

め•励ますこともあるのです◊それは、たとえ此一細なこと 

であつても人切なことかもしれないと思います"私たちが 

生きていくということは，大事件の违 sv はなく.小さな 

ことを捵み®ねていくことなのだから . 〇 

子どもたちには、今はただただ、おはなしを楽しんで欲 

I いと思います"不思 m な话にへ一つと驚いたり，而白い 

活<:おなかをかかえたりして「«:の中にはいろんなことが 

たくさんあるね•」と感じてくれればいいのです • 

他にお活を二つして今日は終わりました。 W ろうとして 

いると二年牛の女の子が傍らに来て「おばあちやん、もう 

今は石臼は间つていないんじやないの9」と典剣な顔をし 

て§いました* {石臼はあなたの心の中で问つていれば，そ 

れでいいのょ)そう5おうとして、でも「そうね**で t 海 

の&は広いから.誰にも«かめ4れないわね」と私 a 答え 

ました。女の子はじつと私の顔を見つめてから「うん 」 L 

うなづいて友逢の方へ走つてい S ま L た公 

バスで来た道を，ぃっものょぅに歩ぃて怫りました* 


疲れていたからでしょうか。今 H は学童 保 宵所へおはな 
L に行く日だ t 思っ た時 •いつ k のようには気持がはづみ 
ませんでした"語る 詁もまだ 決めていませんで I た•子ど 
もたち a 本当に•おはなしを 楽 I みに L てくれているのだ 
ろうか"以前、小さな 輟切 大きなお世話、と§われたこと 
があったけれど本当にその 通り か t しれない•など t 考ぇ 
て氕待 u ? t むばかりでした•それでも•食举の用意にほう 
れん竿を &• でようと•湯の中に 塩を 一つ まみ人れ た時突然， 
今卩はあの迖にしよう、と思いつきました"幼い頃祖母が 
よく话してくれた「海の 水が からいわけ」という話です。 
それと1諸に，もうすぐ 祖母の 命 n がくる こ t や , 15 をして 
くれた時の m 母の声や 表 tt までが思い出されました_氕が 
つくと気持はすっかり明るくなっていました。 

小学校の：室に ある 保育所へ行く tl ! 十 名程の 子どもた 
ちが、もうちやん t 座って「おはなし」 を150 く姿勢で侍っ 
ていてくれ i した* 

一海の水って P んな眛がするか知ってますか？」「しって 
るしおからい J 「僕もな めたこ t * るよ。 L よつばかつ 
た」顔までしよつばそう<:しています* 

1それではね、 海の水が 塩辛いわけ、 t いう お35をし ます 
から聞いてください。むかし ci - かし，あるところに兄と 弟 
がいてね、兄さんは 真面 H ないい人だったけれど、*はな 
まけ 者だったんだって… J だんだん子どもたちの気持が話 
に ^ してくるのがわかります" 

ある： D 、 兄さんは願った 物を なんでも出して くれる不思 
議な石 R を 手に入 n •飢鰹 で 困っている村の 人々を111. 

した•欲張りな 弟 U その石01 を 横取りして 海へ 投げ 1 船の 
上で塩を 出す よう1:願いました**ところが lh める 方 e を 知； 
♦らな か-〇たので石臼は Klrr 出 L ^ o •不み で 船は沈， V ぅ L 
死んでしまいました。 「 TTR は今で t 海のそこ- Lvr リ^^ 
リ*シャリシャリと塩を出し«けてぃます。乂代で海の水 
U 塩辛いのです」- ; t この as W 終わります。 

今朝、 铋の 中で i & が? « にさつと溶けるのを E た 時* 私に 
は 明るい 海の底でぐるぐる回りながら塩を吹き出している 
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